
2009年　垂水区学が丘南公園のセミのぬけがら調査 （8地区)
月日 地区 クマ♂ クマ♀ アブラ♂ アブラ♀ ミンミン♂ ミンミン♀ ニイニイ♂ ニイニイ♀ ツクツク♂ ツクツク♀ ヒグラシ♂ ヒグラシ♀ 不明 計

7/15 8 4 1 5

7/18 8 7 7 2 16

7/20 8 1 2 2 1 6

7/24 8 4 6 3 13

　

月日 地区 クマ♂ クマ♀ アブラ♂ アブラ♀ ミンミン♂ ミンミン♀ ニイニイ♂ ニイニイ♀ ツクツク♂ ツクツク♀ ヒグラシ♂ ヒグラシ♀ 不明 計

8/5 8 1 5 1 9 1 1 18

　

月日 地区 クマ♂ クマ♀ アブラ♂ アブラ♀ ミンミン♂ ミンミン♀ ニイニイ♂ ニイニイ♀ ツクツク♂ ツクツク♀ ヒグラシ♂ ヒグラシ♀ 不明 計

8/18 8 2 3 8 13

8/24 8 1 1 3 5

　

　

計 8 17 24 12 21 1 0 0 1 0 0 0 0 0 76

２００９年　調査メモ

7/15 晴れ 公園を地区割りするために樹木調査を兼ねて下調べに行く。＃１，２の樹木調査を終えた。

セミは声自体ほとんど聞かない。散歩中の人に聞くと「下の方にはいますよ」とのこと。＃８のサクラでやっとセミ殻を５個みつける。

7/18 曇り 樹木調査と平行して＃８からぬけがら調査も行うことにする。＃７の坂下に近づきケヤキが増えてくるとぬけがらがたくさん目につくようになる。＃６にケヤキが多く、

ぬけがらが非常にたくさんあることを確認した。日時を変えて調査にくることにする。＃８の広さ：about ２５ｍ　ｘ　１５ｍ。

7/20 #10の樹木調査をしてから#8,7,6へと向かうことにする。樹木調査の最後でケヤキがありそこでぬけがらをゲット。それまでサクラも何本かあったのにぬけがらはゼロ。

#7,6のケヤキ林で大量のぬけがらをゲットした。しかしほとんどがクマでアブラやミンミンの鳴き声は聞くがぬけがらが少ない。ミンミンはぬけがら収穫ゼロ。

#7坂の下にあるアベリアの植え込みにもぬけがらが出ている。今後の調査地区は、＃６，７，８，１０の４つとすることに決めた。

7/24 #6,7のケヤキ林では相変わらずクマのぬけがらを大量にゲットできたが#8,10では思ったほ

ど集まらない。＃７でもコナラやスダジイの所ではさっぱりである。成虫がとまっていたり、

鳴いていたり、樹下には穴があるのぬけがらがない。#10でもケヤキのところだけ、しかし

ここにはクマはいない。

8/5 晴れ 久しぶりの晴れである。１日夜半から降りだし２日の早朝は土砂降り、午前６時には明石が全国で一番降雨量が多かったとか。２日は９：００には大雨警報も解除され

それからは全く降らず、明石公園の観察会は予定通り行われた。観察会の後の反省会でセミの話が出て雌雄の見分け方につき兼光さんのやり方をみていて、

小生のやり方に誤りがあるのではないかと思った。家に帰り調べなおしてみるとやはり間違っていた。すでに３００近く袋分けも終えたのに仕方がない、全部やり直す

ことにした。３日ゴルフ、４日の雨を利用して大半をやり直した次第。

１０：００から作業を始めた。＃８ではツツジの生け垣に立っているトウネズミモチの木にクマゼミが群がっている。トウネズミモチではぬけがらなんぞ１個も見ないが

これはどうしたことか？下にも穴はない。殻を脱ぐ木とランデブーの木は違うと言うことか。そういえば家のオマツにはセミがいつも来てうるさく鳴いているがぬけがらは

見たことがない。今日はサクラにもぬけがらはない。

ツツジの生け垣の下にあるマテバシイに小さなぬけがらを見つけた。何だ？かなりの径の幹にちょこっとしがみついている感じ。泥は雨に流されきれいなニイニイだ。

本部へぬけがらを送るとき念のため下記のメモをつけておいた。

２００９年８月５日　＃８　　ニイニイゼミ（？）について

見つけた場所：マテバシイの裸幹、地上１．５㍍。泥はまったくついていない。２日早朝は豪雨で樹下

一帯は相当な流れがあった跡がある。（３／４日は晴れ）。

ニイニイと思っていますが鑑定よろしくお願いいたします。

＃７のヤブツバキの葉先でアブラとツクツクのぬけがらを見つけた。

ニイニイやツクツクが出てくるとやる気が出るというか調査していても次は何かなという期待感があっておもしろくなってくる。

8/6 晴れ ９：４５，＃１０からスタート。ここは前からアブラの多いところ、ケヤキ、コナラの周囲にたくさん落ちている。ツツジの植え込みがありそこで殻を脱いだのか周囲にかなりの

アブラが落ちて流れている。　＃６のケヤキの下にニイニイが落ちているのを見つけた。この２日間でぬけがらに大きな変化が現れている。

①雌雄が逆転した。♂が減り♀が大幅増となっている。

②アブラの数が増えてきている。

③クマ／アブラ以外のセミも目につくようになった。

8/11 曇り、 ＃８では収穫無し。　　＃７，先日のヤブツバキにツクツクの♀がいた。＃６，一番端のケヤキの大木の下にニイニイが落ちていた。そばに小さな流れがあって泥状の

時々雨 地形あり。　＃１０では地区の上方小さな広場のそば、マテバシイの奥のサクラにアブラがたくさん殻を脱いでいるようだ。木にもあるし周囲にも落下している。その下側の

スダジイに囲まれた落ち葉堆積地にアブラが２個おちていた。？？？スダジイにもぬけがらがあるのだろうか？　水に流されてくるような場所ではない。不思議である。

8/14 晴れ 垂水浜でツクツクの鳴くのを聞く。セミの鳴く声は多いがぬけがらは少ない。アメリカデイゴにクマが２個、バベの樹下にアブラ♀が１個。センダンに沢山のクマが集まっていた。

8/15 曇り 自宅庭付近でツクツクの鳴くのを聞く。

8/18 晴れ ＃６：10:05スタート、ツクツクの鳴き声。公園全体のセミの鳴き声は心なしか騒がしさが減っている。木についているぬけがらは少なくほとんどが落ちているセミ殻を拾った。

＃７：前と同じヤブツバキでツクツクをゲット。その近くのスダジイで初めて葉裏についているクマとアブラのぬけがらを計５個ゲット。

＃８：ぬけがらはぐっと減る。西北角のスダジイで葉裏からクマを２個アブラ１個をゲット。先日までランデブーの場所になっていたトウネズミモチには一匹も止まっていない。

＃１０：アブラがほとんどだがここも落下のぬけがら拾いがほとんど。数量は増えているのではないか。ここで妙なものを拾った。アブラが半分だけ出かかってこれからｲﾅﾊﾞｳﾜｰ

に入るところで息絶えているものだ。蟻より先に小生が見つけたと言うところか、傷んでいない。全体にツクツクの鳴き声がよく聞こえていたように感じた。

8/24 晴れ ＃８：10:00スタート。クマゼミが鳴いているが音量が減っているのが歴然としている。着いてすぐに真ん中のコナラの葉裏にセミ殻をみつけ、落ちていた枝を使って落としたが

枝先が頭に触れたか割れて半分飛んでしまい下半身が見つからない。アブラであることは推測できるが雌雄の判別も着かないので放棄。また北端のスダジイでも葉裏のセミ殻

を落とすときに同様なことが起こった。雨が降らなかったせいで殻が乾燥しているのか、それとも全体に小振りな殻が増えていることからみて、セミ自体が盆前に出てくるヤツより

生命力がないのか殻にも力がないようだ。

10:15頃、ツクツクが鳴き出す。公園全体でもその後はツクツクの鳴き声が優勢。

＃７：いつものヤブツバキではアブラを１個ゲットしたのみ、ツクツクはなし。アベリアでもアブラを１個見つけただけ。ケヤキついていたクマの殻なんて今は昔の物語。

＃６：北端キンモクセイの葉裏にツクツク。後は殆ど収穫無し。ケヤキ周りに落ちているアブラをセミの下にはどこにも殻はなく、触らずに見ていたが飛べるようにも見えない。

どうやってここに来たのだろう？頭部と背中はまだ薄青い。羽は透き通っていて付け根の近くには茶色の斑点模様がある。全く動かないので隣のケヤキｻ-ｸﾙで調査をしていたら

突如大きなミンミンの鳴き声がするのでみるとヤツが尻を震わせて鳴いている。そばに寄ってもまだ飛べず、しばらく鳴いているのを見ていたらやがて飛び立った。

＃１０：ツツジの植え込み周辺にアブラが落ちており、葉裏に着いているのも２個あった。上部のサクラ周辺で落下しているのが少量あっただけで前回の収集量がウソみたい。

　〈気づきと疑問〉 ①　木の周囲に穴が沢山あいているからと言ってその木にセミ殻が多いとは限らない。

どうも穴から出てすぐにそばの木に登っているわけではないようだ。　→　(NHLKの「夏休み子供

電話相談室」で、ぐんま昆虫の森の矢島園長が、セミは穴から出て自分が殻を脱ぐ木を探すのに

人間がびっくりするほど歩き回ると答えていたので納得。）

②　雌雄が一緒に沢山集まる木がある。その木では集まっているのに鳴かない。またセミ殻も

見ない。偶々だろうか？　何故？　（公園では＃８のトウネズミモチ、垂水浜ではセンダン）

③　ケヤキやサクラでもセミ殻の多い木もあれば全く見かけない木もある。植栽木なので樹齢は

ほゞ一緒なのに何故？　また、常緑樹ではスダジイ、クスノキ、トウネズミモチは殆どゼロなのに

ヤブツバキにはセミ殻がある。（特に今回ツクツクは全部ヤブツバキで見つけた）



調査者（団体）名：

連　絡　先　：

調査実施場所：

住所：

調査場所の環境： クリックして選択

調査結果： ■部分は自動計算されますので入力しないでください。 ■ニイニイゼミの♂♀鑑別は不要（任意で入力できます）

調査日

調査時間

調査参加人数

天気

声 ♂ ♀ 不明 計 声 ♂ ♀ 不明 計 声 ♂ ♀ 不明 計 ♂ ♀ 不明 計

ニイニイゼミ　 1 1 2 1 1 2 1 1 2 3 0 5

ミンミンゼミ　 0 1 1 ○ 0 0 1 0 1

アブラゼミ　 ○ 134 52 186 ○ 105 134 239 ○ 52 103 155 291 289 0 580

ツクツクボウシ 0 0 ○ 0 0 0 0 0

ヒグラシ　　 0 0 0 0 0 0 0

クマゼミ　　 ○ 540 308 848 ○ 90 218 308 ○ 48 79 127 678 605 0 1283

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

不明 0 0 0 0 0 0 0

計 675 361 0 1036 196 354 0 550 100 183 0 283 971 898 0 1869

7/16～7/28８/６ ８/２０ 7/16～7/28８/６ ８/２０

ニイニイゼミ　 2 2 1 ニイニイゼミ　 2 4 5

ミンミンゼミ　 0 1 0 ミンミンゼミ　 0 1 1

アブラゼミ　 186 239 155 アブラゼミ　 186 425 580

ツクツクボウシ 0 0 0 ツクツクボウシ 0 0 0

ヒグラシ　　 0 0 0 ヒグラシ　　 0 0 0

クマゼミ　　 848 308 127 クマゼミ　　 848 1156 1283

垂水区学が丘南公園のセミのぬけがら調査

月日 地区 クマ♂ クマ♀ アブラ♂ アブラ♀ ミンミン♂ミンミン♀ニイニイ♂ニイニイ♀ 不明 計

7/16 6 1 1

7/16 8 1 1 2

7/16 10 1 1

7/17 6 2 2

7/17 7 1 1

7/17 8 1 1 2

7/22 6 135 7 25 2 1 170

7/22 7 6 2 8 16

7/22 8 4 6 5 15

7/22 10 1 2 1 4

7/28 6 350 259 47 29 685

7/28 7 27 29 11 3 70

7/28 8 13 6 12 8 39

7/28 10 1 1 21 5 28

8/6 6 70 188 42 75 1 1 377

8/6 7 16 21 3 4 1 45

8/6 8 2 4 5 13 24

8/6 10 3 4 55 42 104

8/20 6 37 60 22 41 1 161 1396

8/20 7 11 16 4 11 42 174

8/20 8 3 1 5 9 91

8/20 10 25 46 71 208

1869

神戸市垂水区学が丘南公園

神戸市垂水区学が丘１丁目

周辺の環境 里･丘陵

調査場所の様子 都市公園

セミの抜け殻調査報告書2010　(６，７，８，１０地区　合計）　

八巻　晤郎　（やまき　ごろう） 担当：

（住所・TEL）　

（ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ）

調査場所の地面 一面に下草・落ち葉

主な植生:　ケヤキ、コナラ、スダジイ、サクラ、エノキ、クスノキ、ヤブツバキ、シナサワグルミ、トウネズミモチ、マテバシイ

7/16～7/28 ８/６ ８/２０

計
　　：　　　～　　　：　 　10：00　～　13：30　 　　9：30　～　12：55

地区別数量

6地区合計
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7/16（金） 晴れ

7/17（土） 快晴

#6：穴を2～3個見つけたが殻はｸﾏ♂ｘ２のみ。10:20頃鳴き声をが聞こえたがすぐにやむ。

10:25ｸﾏが鳴き出したが長くは続かず。#10：ゼロ。

7/22（木） 快晴 11:20到着、作業開始。ｸﾏｾﾞﾐがあちこちで鳴いている。いよいよの予感。

#8：ｱｷﾆﾚの下、遊歩道沿いのｼｬﾘﾝﾊﾞｲに5個のぬけ殻。去年はｱｷﾆﾚに付いていたが今年はｱｷﾆﾚには見えずその下のｼｬﾘﾝﾊﾞｲで殻を脱いでいる。

＃７：ここにはﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷあり去年ﾂｸﾂｸをがｹﾞｯﾄしているが今年はまだ。代わりにｸﾏをｹﾞｯﾄ。坂の上部はｽﾀﾞｼﾞｲ、ｺﾅﾗが多いのであまり期待できないが坂を下り#6に近づくと

ｹﾔｷがあるので殻も増えてくるｴﾘｱ。ﾛｰﾀﾘｰ手前のﾊﾅｿﾞﾉﾂｸﾊﾞﾈｳﾂｷﾞに殻が沢山見えてきた。ｹﾔｷの大木にも付いている。

#6：去年に比べ小さな殻が多くｱﾌﾞﾗかなあ、それにしては多いなと感じていたが家でチェックすると小形ながら午前中のは全部クマであった。こんなに小さいのに♀もいて

ちょっと違和感。また殻の付いている場所が幹の下部分が結構多いのも去年とは異なる。

ｷﾝﾓｸｾｲ､ﾂﾊﾞｷにもｸﾏ、ｱﾌﾞﾗが付いていてツクツクの姿はまだ見えない。

ｹﾔｷの幹の根元に近い部分にしがみついているﾆｲﾆｲの殻を発見、ｹﾞｯﾄ。小さな方の箱が一杯になり、時刻も12:35となったので一旦打ち切り、昼食のため家に戻ることにした。

14:07午後の部を開始する。ｹﾔｷ林も殻のついている木は沢山付いているが付いていない木はどうして？と思う位殻は付いていない。去年沢山の殻が付いていた数本にﾏｻﾞｰﾂﾘｰ

と勝手に名を付けて目印にしていたが今年は去年ほど付いていない。これから付くのかな。

#10：ｱﾌﾞﾗの殻を期待できるｹﾔｷでは収穫なし、すぐ上のﾂﾂｼﾞの生け垣にｺｶﾞﾀｽｽﾞﾒﾊﾞﾁの営巣を発見。長い枝の先で巣をつついて穴を開けると出てきた出てきた、すぐに穴の

修理にかかって蓋をしてしまいみんな中へ入ってしまった。まだ巣を作っている最中で忙しいのか外敵探しをする様子はなかった。

ｻｸﾗの根元でﾆｲﾆｲを発見。ここは腐葉土が多いのでﾆｲﾆｲには適地かもしれない。

7/28(水） 晴れ 10:10到着、作業開始。

#8：ｺｰﾅｰのｽﾀﾞｼﾞｲで11個をｹﾞｯﾄ（ｽﾀﾞｼﾞｲでこんなに殻があったのは初めて。ﾋﾞｯｸﾘだ。

ｻｸﾗはほとんどｾﾞﾛの状態、これまたﾋﾞｯｸﾘ。ｴﾉｷ、ｱｷﾆﾚとその下のﾄﾍﾞﾗの生け垣、ｺﾅﾗ、そして先ほどのｽﾀﾞｼﾞｲ１本に集中している。

#7：ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷではｸﾏ、ｱﾌﾞﾗのみをｹﾞｯﾄ。下のﾛｰﾀﾘｰにかかるﾊﾅｿﾞﾉﾂｸﾊﾞﾈｳﾂｷﾞ(ｱﾍﾞﾘｱ)でかなりの収穫。

#6：ﾛｰﾀﾘｰ近辺に星陵台児童館の待機児童の集団が来ていて、その中の数人がｾﾐ殻集めに興味を持ち協力をしてくれた。そのお陰でｹﾔｷ林での作業は大いにはかどった。

それでも大量のｸﾏの殻を集めるのには彼らが帰ってからさらに１時間を要した。

#10：ｹﾔｷとｺﾅﾗにｱﾌﾞﾗの殻が多数。このｺﾅﾗは樹高が高いので落下物しかｹﾞｯﾄできない。

上の方のｽﾀﾞｼﾞｲの根元でもｱﾌﾞﾗを拾う等ｱﾌﾞﾗｴﾘｱの面目躍如。

13:30終了して高丸ｲﾝﾀｰでたところの「さぬき」で久方ぶりにｶﾂ玉定食を食う。うまい。

8/2（月） 晴れ 六甲山案内人の会がやっている「ｾﾐ殻集め」に参加。

10:00阪神御影集合。久保紘一さんが主宰、吉野、中塚がメンバー。本日はこの３人に長谷川、八巻　が加わった。

処女(ｵﾄﾒ）塚：クマのオンパレード。30分もしないのに相当な数量が集まった。去年は3回やってもこれだけの数値にはならなかった由。

寒天橋付近：午前中とは大違い。クマは全く姿を消してﾆｲﾆｲ､ﾋｸﾞﾗｼ､ｱﾌﾞﾗが中心。

数の方もぐっと減る。木々の葉裏を丁寧に見ながらｻｻやｸｻにも気を配る。まさにｾﾐ殻を採集するという感じ。

8/5(木） 快晴 一昨日の夕立以来少し涼しくなったが今日は風が涼しい。

１４：１５頃、自宅にてセミ殻の整理中に庭でツクツクのヘタな鳴き声がするのを聞いた。

8/6（金） 晴れ #8に9:38到着、自転車を止めて下を見ると何とｾﾐの幼虫が歩いているではないか。

今頃から脱皮するのか？　とりあえず行動を見つめる。草をかき分けかき分けしながらの歩行故遅い。ｺﾅﾗに到着するまで相当かかる見込み。20分くらい見ていたがｺﾅﾗへの道は

まだ遠しなので掴んで幹に付けてやった。発見場所から1.8m位のところだ。少し登り止まる。また登る、ゆっくりゆっくりだ。10:12また止まる。1.6m位の高さ。（写真）こちらは今日中に

#10まで収集作業を終えねばならないのでこれ以上つきあえない。ときどき戻って見ることにする。#8はｱﾌﾞﾗ多し、ｽﾀﾞｼﾞｲにも付いている。（ｽﾀﾞｼﾞｲの場合、幹にはｾﾞﾛ、葉裏

それも枝先の葉裏のみ）。気が付いてｺﾅﾗに戻ってみると幼虫はどこかに行って見つからない。

落ちたか、どこかの枝の葉裏にくっつけたのか不明だが上手く脱皮できることを祈る。

#7：ﾂｸﾂｸを期待してﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷの葉裏を丁寧に見るがｾﾞﾛ。

#6：ｱﾌﾞﾗが目立ってきた。ﾆｲﾆｲを２個ｹﾞｯﾄ。7/28よりは大幅に減っているがそれでも一人で集めるのには多すぎる。

#10：ｺﾅﾗの下にｱﾌﾞﾗがたくさん落ちているのが目に付く。ｺｶﾞﾀｽｽﾞﾒﾊﾞﾁが営巣に余念無く忙しく働いているので注意しながらまわりに落下しているｱﾌﾞﾗの殻を集めた。

8/17（火） 晴れ 六甲山自然案内人の会の「セミ殻集め」：久保、栃尾、吉野、中塚、寺田、八巻　

処女（ｵﾄﾒ）塚：相変わらずｸﾏが多い。近所のｵﾊﾞｻﾝが何と！「掃除しときました」との挨拶、参った参った、それでもｸﾏ♂160・♀170を拾う。ｱﾌﾞﾗは♂ｾﾞﾛ♀1という有様。

寒天橋付近：木陰の中での作業なので暑いといってもしれたもの。ﾆｲﾆｲ2、ｱﾌﾞﾗ♂1・♀5、ﾋｸﾞﾗｼ♂5・♀4。数は少ないが種類が多く発見場所が多岐に渡るので探していてもおもしろい。

8/20（金） 晴れ 9:30到着、開始。

#8：鳴き声の騒々しさが少ない。誰かが収集に来たのではないか、ほとんど殻がない。

ｺｰﾅｰのｽﾀﾞｼﾞｲに少々。落下殻が見あたらない。

#7：ｺﾅﾗ林には落下殻多し。ｱﾍﾞﾘｱは樹上、葉裏とあるが少ない。ﾏｻﾞｰﾂﾘｰにしているｹﾔｷにｱﾌﾞﾗが管を突き立てて樹液を吸っている。（写真）。10:40ﾂｸﾂｸを聞く、初めてだ。

#6：激減。樹に付いているのはほとんどない。落下殻を丹念に拾っていく。草や木の根元にガンジキで掃いたような跡が見られる。お盆休みもあったころだしやむを得ないか。

#10：ｹﾔｷは何故かｾﾞﾛ。ｺﾅﾗからの落下殻は相変わらず多い。ｺｶﾞﾀｽｽﾞﾒﾊﾞﾁの巣は出来上がった模様、見張りが一匹出て入口に張り付いている。時々２匹目が出てきて

なにやら打ち合わせているようだ。（写真）

上のﾂﾂｼﾞの生け垣のｺｰﾅｰにｱﾌﾞﾗの殻が集まっているのを見つけた。

終了12:55。これで本年度の調査を終わった。

8/31（火） 晴れ 六甲山自然案内人の会の「セミ殻集め」：久保、栃尾、吉野、中塚、寺田、長谷川、八巻　

処女（ｵﾄﾒ）塚：生け垣に剪定の跡、地面に掃除の跡あり。２０分ほどでクマばかり１１０個ほど集める。ここはクマばかりで他のセミの鳴き声もない。

寒天橋付近：前回同様、橋の脇で弁当を食べる。橋の下で野生化したようなサルビアが大きな葉と赤い花を誇示している、近くの民家から種が流出して成育しているらしい。

昼食を摂っている最中でもツクツクとミンミンがさかんに鳴いている。

今日は最後なので、「一木一草おろそかにするものか」の意気込みでシダやササの裏まで丹念に見ながらゆっくりと進んでいく。高さ20cmにも満たない実生の樹の葉裏に

ツクツクの殻があるのを久保さんが見つけ全員一段と熱を帯びてくる。

小生もシダの葉裏でヒグラシを２個ゲットしてにんまり。みんなの執念か、ミンミン♂３／♀２，ツクツク♂２／♀３，ヒグラシ♂６／♀３が集まった。時期的なことを考えると上々の

数量である。

終了後、久保さんの奥さんがアイスやジュース、ビールを買い込み川筋を登ってこられ、一同大いに恐縮しながらも遠慮無くいただいた。中塚さんから来年は子供（児童）を

対象にセミ殻集めで遊ぶ会のようなものを催すことの提案があり、グリーンサポートをやっている会員にも話を持ちかけて７月下旬にでも開催する方向で案を練ることになった。

8:45到着。#8：ｻｸﾗとｴﾉｷでｸﾏ♂♀各１をｹﾞｯﾄ。10時頃かすかにｾﾐの鳴き声を聞くもｸﾏかﾐﾝﾐﾝか不明のうちに声は消えてしまった。#7：ﾂﾊﾞｷでｸﾏ♂を見つける。

２０１０セミの抜け殻集めメモ　　　八巻　晤郎

11:05セミの抜け殻探しを開始。鳴き声無し。#8：サクラ、アキニレでｸﾏ♂を各1ｹﾞｯﾄ。

#6：幼児連れの若ｵﾊﾞｻﾝのｸﾞﾙｰﾌﾟが焼きﾅｽﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰをやっていてそのうちの一人が自然観察をやっているらしく「何の調査？」と聞いてきた。ｹﾔｷの林群もｾﾐの影はない。

地面に穴が見あたらないことからまだ出てきていないと思われる。

#10：ｹﾔｷにｸﾏ♂x１を見つける。この木には去年もたくさんの殻が付いていた。昼近くまでいたが鳴き声はなし。



■部分を入力 ■ニイニイゼミの♂♀鑑別は不要（任意で入力できます） ■プルダウンから選択 ■部分は自動入力（計算）されますので入力しないでください。

年度

都道府県名

調査地名

サイト名

周辺の環境

調査場所の様子

調査場所の地面

主担当者

再検者 調査地関連HP

種 ♂♀ 7/20 7/23 7/28 8/6 8/15 8/23 計
ニイニイゼミ計 0

ニイニイゼミ 不明 0 0 0 0 0 0 0 ミンミンゼミ計 0

ニイニイゼミ　 ♂ 0 0 0 0 0 0 0
アブラゼミ計 36

ニイニイゼミ ♀ 0 0 0 0 0 0 0 ツクツクボウシ計 0

ニイニイゼミ 計 0 0 0 0 0 0 0 ヒグラシ計 0

ミンミンゼミ 不明 0 0 0 0 0 0 0 クマゼミ計 51

ミンミンゼミ ♂ 0 0 0 0 0 0 0
#REF! 0

ミンミンゼミ ♀ 0 0 0 0 0 0 0 総計 87

ミンミンゼミ 計 0 0 0 0 0 0 0

アブラゼミ　 不明 0 0 0 0 0 0 0

アブラゼミ　 ♂ 1 4 6 1 8 1 21

アブラゼミ　 ♀ 0 0 0 7 7 1 15

アブラゼミ　 計 1 4 6 8 15 2 36

ツクツクボウシ 不明 0 0 0 0 0 0 0

ツクツクボウシ ♂ 0 0 0 0 0 0 0

ツクツクボウシ ♀ 0 0 0 0 0 0 0

ツクツクボウシ 計 0 0 0 0 0 0 0

ヒグラシ 不明 0 0 0 0 0 0 0

ヒグラシ ♂ 0 0 0 0 0 0 0

ヒグラシ ♀ 0 0 0 0 0 0 0

ヒグラシ 計 0 0 0 0 0 0 0

クマゼミ 不明 0 0 0 0 0 0 0

クマゼミ ♂ 1 2 5 9 9 1 27

クマゼミ ♀ 0 2 2 6 13 1 24

クマゼミ 計 1 4 7 15 22 2 51

(自由入力） 不明 0 0 0 0 0 0 0

(自由入力） ♂ 0 0 0 0 0 0 0

(自由入力） ♀ 0 0 0 0 0 0 0

(自由入力） 計 0 0 0 0 0 0 0

合計 2 8 13 23 37 4 87

セミの抜け殻調査報告書2011（8地地区）

2011 主担当者連絡先

兵庫県 住所

里･丘陵

都市公園 調査地参考情報
一面に下草・落ち葉 声のみを聞いたセミ

神戸市垂水区学が丘南公園 電話番号

８地区 E-mail

八巻　晤郎 調査地の主な樹木 ｴﾉｷ､ｻｸﾗ､ｺﾅﾗ、ｱｷﾆﾚ､ｽﾀﾞｼﾞｲ、ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ
八巻　晤郎

調査参加者数 大人　1 　中学生　　　小学生　　　　幼児

41%

59%

2011種構成

ニイニイゼミ計 ミンミンゼミ計 アブラゼミ計 ツクツクボウシ計 ヒグラシ計 クマゼミ計



■部分を入力 ■ニイニイゼミの♂♀鑑別は不要（任意で入力できます） ■プルダウンから選択 ■部分は自動入力（計算）されますので入力しないでください。

列や行は削除はしないでください。

年度

都道府県名

調査地名

サイト名

周辺の環境

調査場所の様子

調査場所の地面

主担当者

再検者 調査地関連HP

種 ♂♀ 7/25 7/28 8/4 8/9 8/15 8/20 8/30 / / / 計

ニイニイゼミ 不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ニイニイゼミ　 ♂ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ニイニイゼミ ♀ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ニイニイゼミ 計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ミンミンゼミ 不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ミンミンゼミ ♂ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ミンミンゼミ ♀ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ミンミンゼミ 計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

アブラゼミ　 不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

アブラゼミ　 ♂ 0 1 1 3 0 0 1 0 0 0 6

アブラゼミ　 ♀ 0 0 1 1 1 2 0 0 0 0 5

アブラゼミ　 計 0 1 2 4 1 2 1 0 0 0 11

ツクツクボウシ 不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ツクツクボウシ ♂ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ツクツクボウシ ♀ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ツクツクボウシ 計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ヒグラシ 不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ヒグラシ ♂ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ヒグラシ ♀ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ヒグラシ 計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

クマゼミ 不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

クマゼミ ♂ 1 0 1 0 0 1 1 0 0 0 4

クマゼミ ♀ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

クマゼミ 計 1 0 1 0 0 1 1 0 0 0 4

(自由入力） 不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(自由入力） ♂ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(自由入力） ♀ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(自由入力） 計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 1 1 3 4 1 3 2 0 0 0 15

2012 2011 2010 2009

ニイニイゼミ計 0 0 0 1

ミンミンゼミ計 0 0 0 1

アブラゼミ計 11 36 52 33

ツクツクボウシ計 0 0 0 0

ヒグラシ計 0 0 0 0

クマゼミ計 4 51 39 41

(自由入力） 0 0 0 0

総計 15 87 91 76

総計に自由入力は含まれていません

自由入力に入力した場合には

グラフのデータ範囲を修正してください。

セミの抜け殻調査報告書2012（8地区）

2012 主担当者連絡先

兵庫県 住所

里･丘陵

都市公園 調査地参考情報

一面に下草・落ち葉 声のみを聞いたセミ ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ、ﾂｸﾂｸﾎﾞｳｼ

神戸市垂水区学が丘南公園 電話番号

８地区 E-mail

コメント：(改行：ALT+ENTER)

サクラは枯木が増えてきておりエノキは若木なのに元気がない。いずれもアブラの殻がよく

付いていたがもう期待できそうにない。シャリンバイ、アキニレに沿って鉄柵工事がれており

さすがのクマゼミも出てくるのをためらったのか情けない数字となった。

この地区には、小生がお見合いの木と名付けているトウネズミモチの木があり、11:30頃になると

クマゼミの♂♀がたくさん集まってきて幹を歩いたり、じっとして様子を見たりしている木がある。

その時は♂は決して鳴かないので周辺は静かなもの。横から見ているとお見合いをしているように

見える。その木にも今年は集まっているのを１回も見なかった。

八巻　晤郎 調査地の主な樹木 ｴﾉｷ、ｻｸﾗ、ｺﾅﾗ、ｱｷﾆﾚ、ｽﾀﾞｼﾞｲ、ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ

八巻　晤郎

調査参加者数 大人  1　　中学生　　　小学生　　　　幼児

73%

27%

20121種構成

ニイニイゼミ計

ミンミンゼミ計

アブラゼミ計

ツクツクボウシ計

ヒグラシ計

クマゼミ計

0

0

0

1

0

0

0

1

11

36

52

33
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0

0

0
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ヒグラシ計

クマゼミ計
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ニイニイゼミ計
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ツクツクボウシ計

ヒグラシ計

クマゼミ計





■部分を入力 ■ニイニイゼミの♂♀鑑別は不要（任意で入力できます） ■プルダウンから選択 ■部分は自動入力（計算）されますので入力しないでください。

列や行は削除はしないでください。

年度

都道府県名 兵庫県 ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ、ﾂｸﾂｸﾎﾞｳｼ

調査地名 神戸市垂水区学が丘南公園 ｴﾉｷ、ｻｸﾗ、ｺﾅﾗ、ｱｷﾆﾚ、ｽﾀﾞｼﾞｲ、ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ

サイト名 ８地区 調査地関連HP

周辺の環境 里･丘陵

調査場所の様子 都市公園

調査場所の地面 一面に下草・落ち葉

主担当者 八巻　晤郎

再検者 八巻　晤郎

種 ♂♀ 7/29 8/7 8/21 計

ニイニイゼミ 不明 0 0 0 0

ニイニイゼミ　 ♂ 0 0 0 0

ニイニイゼミ ♀ 0 0 0 0

ニイニイゼミ 計 0 0 0 0

ミンミンゼミ 不明 0 0 0 0

ミンミンゼミ ♂ 0 0 0 0

ミンミンゼミ ♀ 0 0 0 0

ミンミンゼミ 計 0 0 0 0

アブラゼミ　 不明 0 0 0 0

アブラゼミ　 ♂ 1 3 0 4

アブラゼミ　 ♀ 1 2 0 3

アブラゼミ　 計 2 5 0 7

ツクツクボウシ 不明 0 0 0 0

ツクツクボウシ ♂ 0 0 0 0

ツクツクボウシ ♀ 0 0 0 0

ツクツクボウシ 計 0 0 0 0

ヒグラシ 不明 0 0 0 0

ヒグラシ ♂ 0 0 0 0

ヒグラシ ♀ 0 0 0 0

ヒグラシ 計 0 0 0 0

クマゼミ 不明 0 0 0 0

クマゼミ ♂ 2 0 1 3

クマゼミ ♀ 4 1 1 6

クマゼミ 計 6 1 2 9

(自由入力） 不明 0 0 0 0

(自由入力） ♂ 0 0 0 0

(自由入力） ♀ 0 0 0 0

(自由入力） 計 0 0 0 0

合計 8 6 2 16

2014 2013 2012 2011 2010 2009

ニイニイゼミ計 0 0 0 0 0 1

ミンミンゼミ計 0 0 0 0 0 1

アブラゼミ計 7 9 11 36 52 33

ツクツクボウシ計 0 0 0 0 0 0

ヒグラシ計 0 0 0 0 0 0

クマゼミ計 9 21 4 51 39 41

(自由入力） 0 0 0 0 0 0

総計 16 30 15 87 91 76

セミの抜け殻調査報告書2014（8地区）

2014 調査地参考情報

声のみを聞いたセミ

調査地の主な樹木

調査参加者数 大人　　　　中学生　　　小学生　　　　幼児

コメント：(改行：ALT+ENTER)
7/29：サクラは手入れが悪いのか枯れ出したのが増えてセミも全く寄り付かないようだ。鉄柵工事をやって以来トベラ、アキニレにも抜け殻を見ることが激減したま
ま。エノキの若木も成長が悪く、以前は寄り付かなかったスダジイで羽化する程度になってきた。
ここは台風が来る前から荒れている。
8/7：鳴き声ばかり。草の生育が著しく膝丈に近い。
8/21：ミンミンが鳴き出した。落下した枝と一層伸びた草丈で荒れ放題の場所になってしまった。

44%

56%

2014種構成

ニイニイゼミ計

ミンミンゼミ計

アブラゼミ計

ツクツクボウシ計

ヒグラシ計

クマゼミ計
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ヒグラシ計

クマゼミ計



■部分を入力 ■ニイニイゼミの♂♀鑑別は不要（任意で入力できます） ■プルダウンから選択 ■部分は自動入力（計算）されますので入力しないでください。

列や行は削除はしないでください。

年度

都道府県名

調査地名

サイト名 調査地関連HP

周辺の環境

調査場所の様子

調査場所の地面

主担当者

再検者

種 ♂♀ 7/27 8/8 8/20 計

ニイニイゼミ 不明 0 0 0 0

ニイニイゼミ　 ♂ 0 0 0 0

ニイニイゼミ ♀ 0 0 0 0

ニイニイゼミ 計 0 0 0 0

ミンミンゼミ 不明 0 0 0 0

ミンミンゼミ ♂ 0 0 0 0

ミンミンゼミ ♀ 0 0 0 0

ミンミンゼミ 計 0 0 0 0

アブラゼミ　 不明 0 0 0 0

アブラゼミ　 ♂ 1 2 0 3

アブラゼミ　 ♀ 0 0 0 0

アブラゼミ　 計 1 2 0 3

ツクツクボウシ 不明 0 0 0 0

ツクツクボウシ ♂ 0 0 0 0

ツクツクボウシ ♀ 0 0 0 0

ツクツクボウシ 計 0 0 0 0

ヒグラシ 不明 0 0 0 0

ヒグラシ ♂ 0 0 0 0

ヒグラシ ♀ 0 0 0 0

ヒグラシ 計 0 0 0 0

クマゼミ 不明 0 0 0 0

クマゼミ ♂ 1 2 0 3

クマゼミ ♀ 5 4 0 9

クマゼミ 計 6 6 0 12

(自由入力） 不明 0 0 0 0

(自由入力） ♂ 0 0 0 0

(自由入力） ♀ 0 0 0 0

(自由入力） 計 0 0 0 0

合計 7 8 0 15

集計表

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

ニイニイゼミ 1 0 0 0 0 0 0

ミンミンゼミ 1 0 0 0 0 0 0

アブラゼミ 33 52 36 11 9 7 3

ツクツクボウシ 0 0 0 0 0 0 0

ヒグラシ 0 0 0 0 0 0 0

クマゼミ 41 39 51 4 21 9 12

(自由入力） 0 0 0 0 0 0 0

総計 76 91 87 15 30 16 15

兵庫県 声のみを聞いたセミ ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ、ﾂｸﾂｸﾎﾞｳｼ

神戸市垂水区学が丘南公園 調査地の主な樹木 ｴﾉｷ、ｻｸﾗ、ｺﾅﾗ、ｱｷﾆﾚ、ｽﾀﾞｼﾞｲ、ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ、ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ

セミの抜け殻調査報告書2015（8地区）

2015 調査地参考情報

一面に下草・落ち葉

八巻　晤郎

八巻　晤郎

コメント：(改行：ALT+ENTER)

地区内の立ち木は枯れたものが増えており手入れの悪さを見せ付けられているようである。

最初の頃はｻｸﾗ、ｱｷﾆﾚ、ｼｬﾘﾝﾊﾞｲも元気でｱﾌﾞﾗｾﾞﾐの抜け殻が多かったが鉄柵工事を行い

樹木林と遊歩道とを遮断、樹木林は粘土質なのか保水力がなく荒れ放題の状況。

８月２０日には遂に抜け殻ゼロとなった。

８地区

里･丘陵 調査参加者数 大人　　　　中学生　　　小学生　　　　幼児
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■部分を入力 ■ニイニイゼミの♂♀鑑別は不要（任意で入力できます） ■プルダウンから選択 ■部分は自動入力（計算）されますので入力しないでください。

列や行は削除はしないでください。

年度

都道府県名

調査地名

サイト名 調査地関連HP

周辺の環境

調査場所の様子

調査場所の地面

主担当者

再検者

種 ♂♀ 7/25 8/5 8/13 8/26 / / 計

ニイニイゼミ 不明 0 0 0 0 0 0 0

ニイニイゼミ　 ♂ 0 0 0 0 0 0 0

ニイニイゼミ ♀ 0 0 0 0 0 0 0

ニイニイゼミ 計 0 0 0 0 0 0 0

ミンミンゼミ 不明 0 0 0 0 0 0 0

ミンミンゼミ ♂ 0 0 0 0 0 0 0

ミンミンゼミ ♀ 0 0 0 0 0 0 0

ミンミンゼミ 計 0 0 0 0 0 0 0

アブラゼミ　 不明 0 0 0 0 0 0 0

アブラゼミ　 ♂ 2 4 0 1 0 0 7

アブラゼミ　 ♀ 1 1 5 0 0 0 7

アブラゼミ　 計 3 5 5 1 0 0 14

ツクツクボウシ 不明 0 0 0 0 0 0 0

ツクツクボウシ ♂ 0 0 0 0 0 0 0

ツクツクボウシ ♀ 0 0 0 0 0 0 0

ツクツクボウシ 計 0 0 0 0 0 0 0

ヒグラシ 不明 0 0 0 0 0 0 0

ヒグラシ ♂ 0 0 0 0 0 0 0

ヒグラシ ♀ 0 0 0 0 0 0 0

ヒグラシ 計 0 0 0 0 0 0 0

クマゼミ 不明 0 0 0 0 0 0 0

クマゼミ ♂ 3 1 0 0 0 0 4

クマゼミ ♀ 3 1 0 1 0 0 5

クマゼミ 計 6 2 0 1 0 0 9

(自由入力） 不明 0 0 0 0 0 0 0

(自由入力） ♂ 0 0 0 0 0 0 0

(自由入力） ♀ 0 0 0 0 0 0 0

(自由入力） 計 0 0 0 0 0 0 0

合計 9 7 5 2 0 0 23

集計表

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

ニイニイゼミ 0 0 0 0 0 0 0 0

ミンミンゼミ 0 0 0 0 0 0 0 0

アブラゼミ 52 36 11 9 7 3 13 14

ツクツクボウシ 0 0 0 0 0 0 0 0

ヒグラシ 0 0 0 0 0 0 0 0

クマゼミ 39 51 4 21 9 12 14 9

(自由入力） 0 0 0 0 0 0 0 0

総計 91 87 15 30 16 15 27 23

セミの抜け殻調査報告書2017（8地区）

2017 調査地参考情報

８地区

里･丘陵 調査参加者数 大人　　　　中学生　　　小学生　　　　幼児

都市公園

兵庫県 声のみを聞いたセミ ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ、ﾂｸﾂｸﾎﾞｳｼ

神戸市垂水区学が丘南公園 調査地の主な樹木 ｴﾉｷ、ｻｸﾗ、ｺﾅﾗ、ｱｷﾆﾚ、ｽﾀﾞｼﾞｲ、ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ、ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ

一面に下草・落ち葉

八巻　晤郎

八巻　晤郎

コメント：(改行：ALT+ENTER)

遊歩道の鉄柵修理工事を機に羽化数が一気に減少、回復の兆しが見えない上に柵内のサクラや

エノキが枯れてきて一帯が荒れた様相を呈するようになってきた。
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■部分を入力 ■ニイニイゼミの♂♀鑑別は不要（任意で入力できます） ■プルダウンから選択 ■部分は自動入力（計算）されますので入力しないでください。

列や行は削除はしないでください。

年度

都道府県名

調査地名

サイト名 調査地関連HP

周辺の環境

調査場所の様子

調査場所の地面

主担当者

再検者

種 ♂♀ 7/28 8/4 8/14 計

ニイニイゼミ 不明 0 0 0 0

ニイニイゼミ　 ♂ 0 0 0 0

ニイニイゼミ ♀ 0 0 0 0

ニイニイゼミ 計 0 0 0 0

ミンミンゼミ 不明 0 0 0 0

ミンミンゼミ ♂ 0 1 0 1

ミンミンゼミ ♀ 0 0 0 0

ミンミンゼミ 計 0 1 0 1

アブラゼミ　 不明 0 0 0 0

アブラゼミ　 ♂ 0 0 0 0

アブラゼミ　 ♀ 0 0 0 0

アブラゼミ　 計 0 0 0 0

ツクツクボウシ 不明 0 0 0 0

ツクツクボウシ ♂ 0 0 0 0

ツクツクボウシ ♀ 0 0 0 0

ツクツクボウシ 計 0 0 0 0

ヒグラシ 不明 0 0 0 0

ヒグラシ ♂ 0 0 0 0

ヒグラシ ♀ 0 0 0 0

ヒグラシ 計 0 0 0 0

クマゼミ 不明 0 0 0 0

クマゼミ ♂ 3 1 0 4

クマゼミ ♀ 0 0 0 0

クマゼミ 計 3 1 0 4

(自由入力） 不明 0 0 0 0

(自由入力） ♂ 0 0 0 0

(自由入力） ♀ 0 0 0 0

(自由入力） 計 0 0 0 0

合計 3 2 0 5

集計表

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

ニイニイゼミ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ミンミンゼミ 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

アブラゼミ 0 52 36 11 9 7 3 13 14 0

ツクツクボウシ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ヒグラシ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

クマゼミ 0 39 51 4 21 9 12 14 9 4

(自由入力） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

総計 0 91 87 15 30 16 16 27 23 5

兵庫県 声のみを聞いたセミ ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ、ﾂｸﾂｸﾎﾞｳｼ

神戸市垂水区学が丘南公園 調査地の主な樹木 ｴﾉｷ、ｻｸﾗ、ｺﾅﾗ、ｱｷﾆﾚ、ｽﾀﾞｼﾞｲ、ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ、ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ

セミの抜け殻調査報告書2018（8地区）

2018 調査地参考情報

下草・落ち葉がまばら

八巻　晤郎

八巻　晤郎

コメント：(改行：ALT+ENTER)

７/２８：昔日の面影無し。地面、樹木に荒れが目立つ。ｻｸﾗはほとんど枯れてしまいｴﾉｷの若木も

成長が鈍く枝が張ってない。

８/４：収穫ゼロ。

８/１４：周囲からツクツクボウシの声。かっては「お見合いの木」と名づけたほど11:30頃になると

クマゼミの♂♀がたくさん集まり、何の声も発せずく枝の上を行き来していたﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁの木には

今は一匹の姿もない。

８地区

里･丘陵 調査参加者数 大人　　　　中学生　　　小学生　　　　幼児
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